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(57)【要約】
【課題】　上層階用のスラブ又は大梁のための型枠が組
まれている現場において、レンガパネル壁を構築できる
方法を提供する。
【解決手段】　下層階に形成されているスラブから、上
層階用のスラブ又は大梁を形成するために組まれる型枠
へ向けて、起立するレンガパネル壁を構築する方法であ
って、それぞれ複数のレンガブロックを組み合わせてな
る、複数のレンガパネル１３、１４を用意する工程と、
複数のレンガパネルを起立させてレンガパネル壁を構築
するとともに、起立するレンガパネル壁を仮設固定材に
より、挟んで締め付ける工程とを含み、レンガパネル壁
の周囲と上階層用のスラブ又は大梁との間の少なくとも
一部に隙間があけられており、上階層用のスラブ又は大
梁を形成した後、型枠を撤去し、隙間の少なくとも一部
をレンガブロックで埋め、仮設固定材を撤去する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下層階に形成されているスラブから、上層階用のスラブ又は大梁を形成するために組まれ
る型枠へ向けて、起立するレンガパネル壁を構築する方法であって、
　それぞれ複数のレンガブロックを組み合わせてなる、複数のレンガパネルを用意する工
程と、
　前記複数のレンガパネルを起立させてレンガパネル壁を構築するとともに、起立する前
記レンガパネル壁を仮設固定材により、挟んで締め付ける工程とを含み、
　前記レンガパネル壁の周囲と前記上階層用のスラブ又は大梁との間の少なくとも一部に
隙間があけられており、前記上階層用のスラブ又は大梁を形成した後、前記型枠を撤去し
、
　前記隙間の少なくとも一部をレンガブロックで埋め、
　前記仮設固定材を撤去することを特徴とするレンガパネル壁の構築方法。
【請求項２】
前記仮設固定材は、前記複数のレンガパネル同士間の少なくとも一部に通されるセパレー
タと、前記セパレータに着脱自在に装着され前記レンガパネル壁を挟んで締め付ける、水
平な複数のバタ角材とを含む請求項１記載のレンガパネル壁の構築方法。
【請求項３】
前記複数のレンガブロックは、第１レンガパネルと、第２レンガパネルとを含み、
　前記第１レンガパネルの高さは、前記下層階のスラブから前記上層階用のスラブ又は大
梁に至る高さよりも所定寸法だけ低くなるように定められ、前記第１レンガパネルは、縦
筋が挿通される孔を有する複数の第１レンガブロックを目地モルタルで上下に接着してな
り、
　前記第２レンガパネルの高さは、前記下層階のスラブから窓枠に至る高さよりも所定寸
法だけ低くなるように定められ、前記第２レンガパネルは、縦筋が挿通される孔を有する
複数の第２レンガブロックを目地モルタルで上下に接着してなる複数のレンガブロック群
を幅方向に並べ、複数の第２レンガブロックの一部は、幅方向を長手方向とする横筋が挿
入される横筋レンガブロックで構成され、
　前記第１レンガパネルと前記第２レンガパネルとで囲まれる空間に窓枠を配置し、前記
窓枠に窓を設けることを特徴とする請求項１または２記載のレンガパネル壁の構築方法。
【請求項４】
前記下層階のスラブから上方へ延びる差筋に前記複数のレンガパネルの下端部を連結し、
前記上層階用のスラブ又は大梁から下方へ延びる差筋に前記複数のレンガパネルの上端部
を連結する請求項１から３のいずれかに記載のレンガパネル壁の構築方法。
【請求項５】
前記複数のレンガパネルを起立させるに先立ち、前記下層階のスラブ上で前記複数のレン
ガパネルを起立させるべき位置に、レンガブロックを長手方向中心線で縦断した形状をな
す一対の半割レンガブロックを複数個配置し、
　配置された前記半割レンガブロック上に前記複数のレンガパネルを起立させることを特
徴とする請求項１から４のいずれかに記載のレンガパネル壁の構築方法。
【請求項６】
下層階に形成されているスラブから、前記下層階から上層階に至る柱の間に、起立する妻
側のレンガパネル壁を構築する方法であって、
　それぞれ複数のレンガブロックを組み合わせてなる、複数のレンガパネルであって厚さ
方向に貫通する孔を有するものを用意する工程と、
　前記複数のレンガパネルを起立させてレンガパネル壁を構築するとともに、前記孔にセ
パレータを通し、起立する前記レンガパネル壁を仮設固定材により、挟んで締め付ける工
程とを含むことを特徴とするレンガパネル壁の構築方法。
【請求項７】
前記妻側のレンガパネル壁の上部は、前記上層階の大梁の室外側に位置し、前記妻側のレ
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ンガパネル壁の上部と前記上層階の大梁前記大梁との間に断熱材を介在させ前記妻側のレ
ンガパネル壁が大梁の仮枠となることを特徴とする請求項６記載のレンガパネル壁の構築
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マンション等の複数階層を備える集合住宅において、レンガパネルを用いて
レンガパネル壁を構築する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マンションなどの集合住宅のバルコニーに構築される手摺や、廊下に構築される腰壁と
して好適な低位壁を、本出願人は先に提案した（特許文献１：特開２００１－１６４６４
６号公報）。
【０００３】
　さて、１００年あるいはそれ以上（例えば、３００年）の長寿命の集合住宅を求める傾
向が強まっているが、集合住宅の実質的に延長するためには、住人の世代や所有者が変わ
っても、それに応じて柔軟に間取り等を変更できることが望ましい。より具体的には、住
居を、躯体部分（スケルトン）と、住人の希望通りに変更できる部分（インフィル）とに
分離してとらえるスケルトン・インフィル分離思想が提案されている。
【０００４】
　集合住宅は、およそ２０年から５０年ほどの期間を周期として、その所有者が変化する
ことが多い。所有者が変われば、その家族構成や好み等も変化するから、それを機にイン
フィルを変えるということになりやすい。集合住宅の壁、特に、共用廊下側の壁には一般
に玄関ドアや窓が設けられることが多い。インフィルを自由に変えられるようにするには
、玄関ドアや窓の位置等も変更できるように配慮する必要がある。ここで、壁をコンクリ
ートの打設により構築すると、このような変更時には、コンクリートのはつりが必要にな
り、騒音・振動が発生し、現実的でない。即ち、壁をコンクリートの打設により構築する
と、壁のレイアウト変更は事実上無理となり、結果的にインフィルを自由に変更できなく
なってしまう。さらに、所有権上も廊下側の壁は共有部分にあたるため、個人では自由に
変更できない。
【０００５】
　このような事情に鑑み、壁をコンクリートではなく、ＡＬＣ版やセメント成型版を使用
して構築することが検討されている。
【０００６】
　一方、本発明は、壁をレンガブロックを使用して構築しようとするものである。古来か
ら用いられているレンガは、耐久性や耐候性が高い。しかしながら、特許文献１で指摘し
たように、共用廊下側の壁を構築するについて、単純に市販のレンガを現場で１枚１枚積
むと、非常に手間や時間がかかり、工事費がかさんでしまう。
【０００７】
　また、特許文献１では、上端部が片持ち梁状となる、低い壁しか想定しておらず、ドア
枠や窓枠に対応することが容易でない。
【０００８】
　さらに重要なことには、そもそも現場では、下層階のスラブを形成した後、上層階用の
スラブ、大梁または柱をコンクリートで構築するために、上層階には型枠が設けられ、型
枠を支持する支保工など様々な部材が、所狭しとあちらこちらに張出したり起立したりし
ており、作業員は、辛うじてこれらをかわしながら、ぎりぎりで移動できるどうかという
有様である。
【０００９】
　レンガパネルを用いて壁を構築する上では、これら様々な部材は、邪魔物以外の何でも
なく、このように邪魔な部材が溢れている現場に、レンガパネル壁を構築することは、現
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実には無理（熟練の作業者といえども）としてあきらめられているといっても過言ではな
い。
【特許文献１】特開２００１－１６４６４６号公報
【特許文献２】実公昭３６－２７０９４号公報
【特許文献３】実公昭５７－１７３１６号公報
【特許文献４】特開平１－２３５７５２号公報
【特許文献５】特開昭６０－２５８３５１号公報
【特許文献６】特開昭６１－４５０４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで本発明は、上層階用のスラブ、大梁または柱のための型枠が組まれている現場に
おいて、レンガパネル壁を構築できる方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１の発明に係るレンガパネル壁の構築方法は、下層階に形成されているスラブから、
上層階用のスラブ又は大梁を形成するために組まれる型枠へ向けて、起立するレンガパネ
ル壁を構築する方法であって、それぞれ複数のレンガブロックを組み合わせてなる、複数
のレンガパネルを用意する工程と、複数のレンガパネルを起立させてレンガパネル壁を構
築するとともに、起立するレンガパネル壁を仮設固定材により、挟んで締め付ける工程と
を含み、レンガパネル壁の周囲と上階層用のスラブ又は大梁との間の少なくとも一部に隙
間があけられており、上階層用のスラブ又は大梁を形成した後、型枠を撤去し、隙間の少
なくとも一部をレンガブロックで埋め、仮設固定材を撤去する。
【００１２】
　この構成において、レンガパネル壁の周囲と上階層用のスラブ又は大梁との間に隙間が
あけられているため、レンガパネル壁と型枠とが干渉せず、型枠の形成・支持やレンガパ
ネル壁の構築にいずれも支障がない。また、レンガパネル壁を複数のレンガパネルに小分
けして構築するようにしたため、各レンガパネルは、作業員が人手で運びうる程度の重量
大きさにもすることができ、作業性を向上できる。レンガパネル壁の周囲と上階層用のス
ラブ又は大梁との間の少なくとも一部に存在する隙間は、コンクリート打設用の仮枠を組
むためのスペースとして活用できる。
【００１３】
　また、型枠を撤去した後、隙間をレンガブロックで埋めることとしたため、元は隙間で
あった箇所においても、レンガパネルと同様のテクスチャを呈することができ、外観上の
統一性を得やすい。さらに、隙間をレンガブロックで埋めるという作業は、レンガブロッ
クを手積みする場合と殆ど同じであり、格段の困難性を伴わない。
【００１４】
　第２の発明に係るレンガパネル壁の構築方法では、仮設固定材は、複数のレンガパネル
同士間の少なくとも一部に通されるセパレータと、セパレータに着脱自在に装着されレン
ガパネル壁を挟んで締め付ける、水平な複数のバタ角材とを含む。
【００１５】
　この構成により、型枠を構築する際に使用される部材をそのままレンガパネルの構築及
び支持に流用することができ、部材の調達を容易にできるだけでなく、無駄なコストアッ
プを抑制できる。
【００１６】
　第３の発明に係るレンガパネル壁の構築方法では、複数のレンガブロックは、第１レン
ガパネルと、第２レンガパネルとを含み、第１レンガパネルの高さは、下層階のスラブか
ら上層階用のスラブ又は大梁に至る高さよりも所定寸法だけ低くなるように定められ、第
１レンガパネルは、縦筋が挿通される孔を有する複数の第１レンガブロックを目地モルタ
ルで上下に接着してなり、第２レンガパネルの高さは、下層階のスラブから窓枠に至る高
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さよりも所定寸法だけ低くなるように定められ、第２レンガパネルは、縦筋が挿通される
孔を有する複数の第２レンガブロックを目地モルタルで上下に接着してなる複数のレンガ
ブロック群を幅方向に並べ、複数の第２レンガブロックの一部は、幅方向を長手方向とす
る横筋が挿入される横筋レンガブロックで構成され、第１レンガパネルと第２レンガパネ
ルとで囲まれる空間に窓枠を配置し、窓枠に窓を設ける。
【００１７】
　この構成により、第１レンガパネルにより、ほぼ下層階のスラブから上層階のスラブ又
は大梁まで起立するレンガパネル壁を構築できるし、第２レンガパネルにより、上層階の
スラブ又は大梁までは至らないが、窓枠まで至るレンガパネル壁を構築できる。さらに、
レンガパネル壁に囲まれる窓を構築でき、このレンガパネル壁を、例えば、共用廊下側の
壁として利用することができる。
【００１８】
　また、第２レンガパネルには、幅方向を長手方向とする横筋が挿入される横筋レンガブ
ロックで構成されているので、レンガを横方向につないでなるレンガパネルを構築して、
窓枠や窓による荷重を十分支持することができる。
【００１９】
　数十年程度の時間が経過し、インフィルを変更しようとするときには、レンガパネルは
、そのまま間取り変更先の位置にレイアウトでき、資源を無駄なく再利用できる。しかも
、レンガパネルを構成する各レンガブロックは、時間が経過するにつれ、味わい深い色合
いに変化してゆくものであるが、これもそのまま利用できる。さらに、レンガパネルの構
成を変更すれば、例えば玄関位置の変更により間取りが変わり窓の位置を変えるなど、種
々のレイアウト変更を行える。
【００２０】
　第４の発明に係るレンガパネル壁の構築方法では、下層階のスラブから上方へ延びる差
筋に複数のレンガパネルの下端部を連結し、上層階用のスラブ又は大梁から下方へ延びる
差筋に複数のレンガパネルの上端部を連結する。
【００２１】
　この構成により、レンガパネル壁は、差筋によって、その上下がピン止めされることに
なり、地震時のように振動が発生したとき、レンガパネル壁が振動による力に抵抗しない
ようにすることができる。地震時には、振動による力が始めに壁に伝わり、これが梁に伝
わるような力の流れができるが、この流れをピン止めにより伝わりにくくすることができ
る。
【００２２】
　第５の発明に係るレンガパネル壁の構築方法では、複数のレンガパネルを起立させるに
先立ち、下層階のスラブ上で複数のレンガパネルを起立させるべき位置に、レンガブロッ
クを長手方向中心線で縦断した形状をなす一対の半割レンガブロックを複数個配置し、配
置された半割レンガブロック上に複数のレンガパネルを起立させる。
【００２３】
　この構成により、最下層に半割レンガブロックを敷き、その上に、レンガパネルを起立
させることになる。レンガパネルは、工場で大量にかつ正確に製造できるし、最下層の半
割レンガブロックにより、現場（例えば、不陸等）にあわせて施工できる。半割レンガブ
ロックを使用することにより、差筋が半割レンガブロックの付近に位置していても、差筋
に干渉せずに、半割レンガブロックを配置でき、円滑・容易に工事を進めることができる
。
【００２４】
　また、壁は、全体としては、レンガパネルと、半割レンガブロックとにより構成される
から、壁の外観は、レンガを手積みしたような場合と同様であり、見た目の統一感を得や
すい。
【発明の効果】
【００２５】
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　本発明によれば、型枠及びその関連部材により邪魔されて、現実には無理と考えられて
いた、上層階用の型枠に関する工事と並行して、それと干渉することなく、レンガパネル
壁を現場で構築することができる。
【００２６】
　しかも、背が高いレンガ造りの壁を、容易かつ効率的に構築できるというだけでなく、
インフィルを変更する際にも、半割レンガの弱い部分を除去することにより、レンガパネ
ルのほとんどを再利用でき、資源を無駄なく活用できる。この際、コンクリートのはつり
に比べて大きな振動・騒音を減じて、実施することができ、インフィルの変更自由度を維
持したまま、容易にしかも住人への迷惑を減らし、集合住宅のエコロジー化に資すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　具体的な実施の形態の説明に先立ち、本発明が立脚するスケルトン及びインフィルの新
たな考え方について説明する。この考え方は、建物を３００年継続して使用できるように
するためのコンセプトである。
【００２８】
　建物をスケルトンとインフィルとに分類する。この考え方自体は、従前から存在するが
、次の点が従来の考え方とは大きく相違する。まず、スケルトンを、パブリックな躯体と
共用部分の設備とが一体として存在するものと考える。
【００２９】
　また、スケルトンの共用部分設備を、水道、ガス、電気及び排水のためのパイピングス
ペース、メーターボックス等のパブリック設備と、エレベータ、ポンプ等消耗する設備で
あるセミパブリック設備との、２つに分けて考える。
【００３０】
　今まで共用部分と考えられていた、廊下側の玄関ドア、壁、サッシュ、バルコニー側の
サッシュ及び壁を、インフィル・パブリックと考え、インフィルは、専有のインフィルと
、インフィル・パブリックとからなるものと考える。
【００３１】
　即ち、スケルトンは、日常的に使用されるパブリックな躯体と、パブリック設備と、セ
ミパブリック設備とからなり、インフィルは、内装と、専有部分の設備と、インフィル・
パブリックとからなると考える。
【００３２】
　そして、５０年ごとにパブリック設備を全て取り替えるとする。５０年ごとに安定して
パブリック設備を更新し、これを繰り返すことにより、建物は３００年もつ。
【００３３】
　５０年目で足場を架け躯体の修理を行う。弱い部位の材料を工夫し、５０年もつように
配慮する。
【００３４】
　２０年乃至３０年ごとに、足場なしで天井、床、内壁等についてメンテナンスする。具
体的には、塗装の吹替え、コーキングの打替え、共用配管の清掃等を実施する。
【００３５】
　１００年を単位とすれば、５０年、１００年間で集めた修繕積立金内で２回の改修工事
を行う。これを繰り返して建物を３００年もたせる。
【００３６】
　以上の考え方に基づき、建物が３００年もつストーリーを設定する。本発明のレンガパ
ネル壁は、この長いストーリーの中に織り込まれる一つであり、２０年乃至５０年程度で
、住宅の所有者が変更され、インフィルの変更が望まれるときに、壁を含めてインフィル
の変更を実現可能とする思想に立脚するものである。従来技術は、いずれもこのようなロ
ングスパンでものを考えるということをしておらず、せいぜい６０年ぐらいで建物は使用
できなくなるだろうという程度の認識しかない。本発明は基本的なコンセプトにおいても



(7) JP 2010-281135 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

、従来技術とは一線を画すものである。
【００３７】
　以下図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。本発明のレンガパネル壁の
骨子は、次の通りである。即ち、
　（１）第１レンガパネルと、第２レンガパネルとを用意する。第１レンガパネルは、縦
筋が挿通される孔を有する複数の第１レンガブロックを目地モルタルで上下に接着してな
り、スラブから天井又は梁に至る高さよりも所定寸法だけ低くなるように高さが定められ
る。第２レンガパネルは、縦筋が挿通される孔を有する複数の第２レンガブロックを目地
モルタルで上下に接着してなる複数のレンガブロック群を幅方向に並べ、複数の第２レン
ガブロックの一部を幅方向を長手方向とする横筋が挿入される横筋レンガブロックで構成
し、スラブから窓枠に至る高さよりも所定寸法だけ低くなるように高さが定められる。
【００３８】
　（２）第１レンガブロックを長手方向中心線で縦断した形状をなす一対の半割レンガブ
ロックを横に複数個、一対の半割レンガブロックがスラブから上方に突出する第１差筋を
挟むように配置して固定する。
【００３９】
　（３）配置された一対の半割レンガブロック上において、窓なしで天井又は梁に至る壁
を形成すべき箇所には、第１レンガパネルを一対の半割レンガブロック上に配置する。
【００４０】
　（４）配置された一対の半割レンガブロック上において、窓を形成すべき箇所には、第
２レンガパネルを一対の半割レンガブロック上に配置する。
【００４１】
　（５）天井又は梁から第２差筋を第１レンガパネル側へ下向きに突出させると共に、天
井又は梁を構成する箇所にコンクリートを打設し、第２差筋と、第１レンガブロックの縦
筋及び第２レンガブロックの縦筋とを、それぞれ固着する。
【００４２】
　（６）第１レンガブロックを長手方向中心線で縦断した形状をなす一対の半割レンガブ
ロックを複数個、一対の半割レンガブロックが天井又は梁から下向きに突出する第２差筋
を挟むように配置して固定して、第１レンガブロックと天井又は梁との間を埋める。そし
て、
　（７）第１、第２レンガブロックで囲まれる空間に窓枠を配置し、窓を形成する。
【００４３】
　次に図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。図１（ａ）は、本発
明の一実施の形態におけるレンガブロックの斜視図、図１（ｂ）は、本発明の一実施の形
態における横筋レンガブロックの斜視図、図１（ｃ）は、本発明の一実施の形態における
半割レンガブロックの斜視図である。
【００４４】
　図１（ａ）、図１（ｃ）に示すように、レンガブロック１、横筋レンガブロック５及び
一対の半割レンガブロック７には、第１孔２、８、第２孔３、９及び第３孔４、１０が、
それぞれ上下（厚さ方向）に貫通するように形成されている。図１（ｂ）では、横筋レン
ガブロック５の孔は隠れているが、レンガブロック１と同様に、横筋レンガブロック５に
も孔が形成されている。これらの孔２、８、３、９、４、１０の形状は、図１（ａ）に示
すように、角張ったものとしても良いし、あるいは、丸みを帯びたようにしても良い。
【００４５】
　第１孔２、８及び第３孔１０には、図２に示すように、縦筋１１がその上下端がさらに
上下に延出するように貫通し、第１孔２、８及び第３孔１０には、モルタルが工場で埋め
込まれている。但し、第２孔３、９には、何も充填されず、単なる空洞になっている。
【００４６】
　また、この例では、レンガブロック１、横筋レンガブロック５及び一対の半割レンガブ
ロック７のそれぞれ１個当たり、モルタルが充填される孔２、７、３、１０を２つ、空洞
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の孔３、９を１つとしたが、これらの位置や個数は、便宜変更できる。
【００４７】
　ここで、レンガブロック１は、通常使用されるブロックであり、横筋レンガブロック５
は、長手方向に沿う配筋用溝６を有し、配筋用溝６には、図２（ｃ）に示すように、横筋
１２を入れ、さらに配筋用溝６にモルタルを充填することにより、横に並ぶ２つのブロッ
クを横方向に強固に連結できるようになっている。
【００４８】
　また、一対の半割レンガブロック７は、丁度レンガブロック７をその長手方向中心線を
境にして、縦に切断した形状をなすように工場で加工されている。そして、工場ではなく
、構築現場で、壁の最下層あるいは最上層において、スラブ、天井或いは梁から延出する
差筋に奥側あるいは手前側から嵌め込み、第１孔８、第３孔１０にモルタルを充填できる
ようになっている。
【００４９】
　図２（ａ）は、本発明の一実施の形態における第１レンガパネルの斜視図、図２（ｂ）
は、本発明の一実施の形態における第２レンガパネルの斜視図、図２（ｃ）は、本発明の
一実施の形態における横筋レンガブロックの説明図である。
【００５０】
　図２（ａ）に示すように、第１レンガパネル１３は、複数のレンガブロック１を目地モ
ルタルで上下に接着してなり、スラブから天井又は梁に至る高さよりも所定寸法（半割レ
ンガブロック７等の積みしろ）だけ低くなるように全高が定められる。
【００５１】
　図２（ｂ）に示すように、第２レンガパネル１４は、第１レンガパネル１３と同様に、
基本的には、複数のレンガブロック１を目地モルタルで上下に接着してなるが、このよう
なブロック群をさらに幅方向に並べてなる点が第１レンガパネル１３とは異なる。
【００５２】
　また、上下に接着されるブロックがレンガブロック１のみならず、その一部には、所定
間隔をあけて、横筋レンガブロック５が挿入され、図２（ｃ）に示すように、横筋レンガ
ブロック５には、横筋１２が配筋用溝６が入れられ、配筋用溝６はモルタルが充填される
。これにより、２本のレンガブロックの柱がブロックの長手方向に剛結される。また、第
２レンガパネル１４の全高は、スラブから窓枠に至る高さよりも所定寸法（半割レンガブ
ロック７等の積みしろ）だけ低くなるように定められる。なお、図示していないが、最上
段のレンガブロック１から上向きに、又、再下段のレンガブロック１から下向きに、第２
孔３、９から差筋を延出させ、この差筋により、レンガパネルを点状に支持すると、振動
などを吸収できて、好適である。
【００５３】
　なお、隣接するレンガブロックの柱の間にモルタル目地を設けるのが望ましい。図２（
ａ）、図２（ｂ）に示される第１、第２レンガパネル１３、１４は、所定の寸法系となる
ように、工場で予め製造されるものであり、それぞれ、クレーン等により釣られて現場へ
配置される。
【００５４】
　次に、図３及び図４を参照しながら、以上のように工場で製造された、第１レンガブロ
ック１３、第２レンガブロック１４、半割レンガブロック７等を使用した、レンガパネル
壁の構築工程を説明する。
【００５５】
　ここで、図３（ａ）～図３（ｅ）は、本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の
構築工程説明図、図４は、本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の組立工程説明
図である。
【００５６】
　まず、図３（ａ）に示すように、レンガパネル壁を構築すべきラインを設定し、このラ
インに沿って半割レンガブロック７を並べてゆく。この際、スラブから上向きに差筋が延
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出しているので、差筋を第１孔８、第３孔１０に通しておく。
【００５７】
　次に、図３（ｂ）に示すように、間取りにあわせて第１レンガパネル１３、第２レンガ
パネル１４を、並べた半割レンガブロック７の上に配置する。このとき、窓を設ける箇所
の下部には第２レンガパネル１４を配置し、そうでない箇所には、第１レンガパネル１３
を配置する。
【００５８】
　そして、図３（ｃ）及び図４に示すように、組みあがるパネル群の両袖に、角材１９（
レンガパネルをいためないようにするため、レンガと等しい幅、例えば、１００ｍｍ角程
度とするのが望ましい）を立て、レンガパネル同士の目地に適宜セパレータ１５を挿入し
、バタ角材１６を水平に何段か掛け渡し、端部を角材１９に連結する。バタ角材１６の手
前側にクサビ付当金１７を、奥側に当金１８を、それぞれ配置し、これらの当金１７、１
８により、バタ角材１６により組みあがるパネル群を、両側から挟んで締め付ける。
【００５９】
　さらに、図３（ｄ）に示すように、サポートを斜めに配置し、バタ角材１６ごと組みあ
がるパネル群を仮固定するのが望ましい。図４に示すパネル群は、組上がると、図５に示
すような状態となる。
【００６０】
　同時に、上層階へのコンクリート壁、上層階のスラブ、梁等を構築するため、図３（ｅ
）に示すように、型枠を組み、支柱で型枠を支持する。そして、上層階側から下向きに差
筋を延出させ、第１レンガパネル１３から上向きに延出する縦筋１１に臨ませる。
【００６１】
　そして、図８及び図１０に示すように、レンガパネル壁の最下層において、第１レンガ
パネル１３及び第２レンガパネル１４から下向きに延出する縦筋１１と、スラブからこの
縦筋１１に臨む差筋とを固定する。また、レンガパネル壁の最上層において、第１レンガ
パネル１３から上向きに延出する縦筋１１と、上層階の天井又は梁からこの縦筋１１に臨
む差筋とを固定する。これらの固定は、溶接によるのが望ましいが、強度的に問題なけれ
ば他の固定手段によっても良い。
【００６２】
　固定が済んだら、組みあがるパネル群の上（最上層）にも、半割レンガ７を積み、適宜
モルタル充填を行う。さらに、半割レンガ７の上端と天井又は梁の間に隙間ができるとき
は、この隙間もモルタル充填により塞ぐ。
【００６３】
　以上により、窓なしの箇所では、第１レンガパネル１３を中核とするレンガパネル壁が
天井又は梁まで形成されたことになる。一方、窓ありの箇所では、第２レンガパネル１４
が立てられている。
【００６４】
　本形態では、さらに図１０に示すように、第２レンガパネル１４の奥側に骨組みを設け
、この骨組みに水平なアングル鋼２６を固定し、アングル鋼６に大型窓２３あるいは小型
窓２５の窓枠を固定している。窓枠には、第２レンガパネル１４の前側に延びる水切金物
２７を設けるのが防水性を保持するため望ましい。
【００６５】
　なお、図９に拡大して示しているように、上下に組まれるレンガブロック同士の隙間は
、この隙間に挿入されるネオプレーンゴム２８と、さらにその外側を充填するモルタル目
地２９により封鎖するのが望ましい。こうすると、レンガパネル同時の分離が容易になり
、ネオプレーンゴム２８の後方の空間が地震時の変形を吸収するので、好ましい。
【００６６】
　図６は、本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築例示図である。この例で
は、スラブ２０から柱２０が立ち、柱２０には梁２２が連結されており、スラブ２０、柱
２１及び梁２２に囲まれた箇所にレンガパネル壁が構築されている。このレンガパネル壁
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には、大型窓２３が嵌め込まれている。
【００６７】
　図７は、他のレンガパネル壁の構築例示図である。この例では、小型窓２５及び扉２４
を含む、レンガパネル壁が構築されている。
【００６８】
　図１１は、さらに他のレンガパネル壁の構築例示図である。この例では、小型窓２５を
含む、レンガパネル壁が構築されているが、小型窓２５は、天井又は梁まで至らない。こ
の場合、アングル鋼２６を支持し、さらに第１レンガパネル１３の上部、小型窓２５及び
天井又は梁により囲まれた空間に、枠３０が嵌め込まれ、枠３０はアングル鋼２６に固定
される。そして、枠３０に、耐火ボードが固定されることにより、この空間が封鎖されて
いる。
【００６９】
　図６、図７及び図１１を注意深く見れば明らかなように、半割レンガ７等を取り外せば
、第１レンガパネル１３及び第２レンガパネル１４のレイアウトを自由に変更できる点が
理解されよう。この変更により、インフィルを、住居の所有者の変更、家族構成の変化、
好みの変化等に合わせて、現実的に対応できるものである。
【００７０】
　このような対応を可能とするだけでなく、第１レンガパネル１３及び第２レンガパネル
１４は、変更に際してもほとんどそのまま再利用が可能である。しかも、現場でレンガを
一つずつ手積みする場合と同じ優れた外観及び耐久性が得られるだけでなく、現場でレン
ガを一つずつ手積みする場合に比べ、本形態によれば、現場で構築に要する手間及び時間
を大幅に削減できる。
【００７１】
　以上の説明では、共用廊下部分にレンガパネル壁を構築するケースを取り扱った。しか
しながら、本発明は、これに限定されるわけではない。
【００７２】
　次に、図１２～図１４を参照しながら、妻側のレンガパネル壁を構築する方法を説明す
る。
【００７３】
　この方法の要点（（１）～（４））は、次のとおりである。
【００７４】
　（１）下層階に形成されているスラブから、下層階から上層階に至る柱の間に、柱に対
して隙間をあけて、起立する妻側のレンガパネル壁を構築する。
【００７５】
　（２）それぞれ複数のレンガブロックを組み合わせてなる、複数のレンガパネルであっ
て厚さ方向に貫通する孔を有するものを用意する。
【００７６】
　図１２に示す第３レンガパネル４０がこのレンガパネルである。第３レンガパネル４０
は、概ね第２レンガパネル１４と似ている。即ち、最も下部には、第３レンガパネル４０
を支持する半割レンガ７が敷かれる。そして、レンガブロック１と、適宜間隔をあけて横
筋レンガブロック５とが、組み合わされる。
【００７７】
　しかしながら、第３レンガパネル４０は、第２レンガパネル１４よりも巾及び高さのい
ずれもが大となるように、大型に形成される。ここで言う「大型」とは、概略一階層分の
高さ・巾を持つという意味である。また、図１２に示すものでは窓が設けられていないが
、図１３（ｂ）に示すように、必要に応じて、第３レンガパネル４０’の内部に窓４１を
設けることができる。
【００７８】
　上述の孔は、セパレータ１５を厚さ方向に貫通させるために、所定個数所定の箇所にあ
けられている。窓４１を設けるか否かで、孔の箇所を変更しても差し支えない。孔は、目
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地になる箇所に設けるのが望ましい。
【００７９】
　（３）複数のレンガパネルを起立させてレンガパネル壁を構築するとともに、孔にセパ
レータを通し、起立するレンガパネル壁を仮設固定材により、挟んで締め付ける。
【００８０】
　（４）図１４に示すように、第３レンガパネル４０、４０’の上部は、上層階の大梁の
室外側に位置し、第３レンガパネル４０、４０’の上部と上層階の大梁との間に断熱材４
３を介在させる。これにより、第３レンガパネル４０、４０’は、躯体の構造から力学的
に縁切りされることになる。また、断熱材４３が躯体の外側に設けられることとなって、
大梁のコンクリート面と第３レンガパネル４０、４０’とは、直接的には接触せず、室内
は、断熱材４３により外断熱されることになる。なお妻側のレンガパネル壁は、大梁の仮
枠となる。
【００８１】
　次に、妻側のレンガパネル壁の構築法をさらに詳しく説明する。
【００８２】
　まず、図１４に示すように、下層階の床スラブ３５から、更に室外側へ突出する飛び出
しスラブ３６が形成され、飛び出しスラブ３６内には、鉄筋３７が配設される。
【００８３】
　つまり、図１３（ａ）に示すように、水平な飛び出しスラブ３６が巾方向に飛び出して
形成される。
【００８４】
　次に、下層階から上層階へ至る柱３９を形成し、それらの柱３９のための型枠が組まれ
た状態で、第３レンガパネル４０、４０’の組み込みを開始する。即ち、まず、半割レン
ガ７を飛び出しスラブ３６上に敷設する。
【００８５】
　クレーンで建物の外から第３レンガパネル４０、４０’を吊り、半割レンガ７の上に起
立するように、第３レンガパネル４０、４０’を組み込む。
【００８６】
　第３レンガパネル４０、４０’と柱３９との間には、レンガ１枚分の隙間をあけておく
。これにより、柱３９のための型枠と第３レンガパネル４０、４０’とが干渉しないよう
にすることができる。
【００８７】
　また、吊り込まれた第３レンガパネル４０、４０’に開けられた孔にセパレータ１５を
貫通させ、バタ角材１６を第３レンガパネル４０、４０’に水平に当て、セパレータ１５
の両端部に金物を取付け、金物を締め付けることにより、バタ角材１６と第３レンガパネ
ル４０、４０’とを一体化する。さらに、バタ角材１６の室内側に、斜め支柱４２を斜め
に取付け、斜め支柱４２の先端部により、室内側にあるバタ角材１６を支持する。
【００８８】
　図１３（ａ）に示すように、必要な第３レンガパネル４０、４０’を全てくみ終わった
ら、図１４に示すように、第３レンガパネル４０、４０’の上部の室内側に、断熱材４３
を貼り付ける。こうすると、断熱材４３は、室内の断熱機能を有するだけでなく、横に並
ぶ第３レンガパネル４０、４０’の間（特に目地の部分）への、コンクリート（上層階の
打設用）の漏れを抑止する、型枠の機能をも有する。
【００８９】
　断熱材４３の取付が済んでから、下層階の床スラブ３５上に、支柱４４、４５を立て、
上層階のスラブ用型枠４６、大梁用型枠４７を組むと共に、これらの型枠４６、４７を支
柱４４により支持する。
【００９０】
　第３レンガパネル４０、４０’の上部外側に、大梁４９の高さに合わせて、仮枠を設置
し、第３レンガパネル４０、４０’に開けられている孔にセパレータを貫通させ、大梁用
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型枠４７と第３レンガパネル４０、４０’の上部とを挟み込んで一体化する。このセパレ
ータは、一体化するための固定力を付与するだけでなく、上層階の大梁４９構築のため、
コンクリートが打設される際における側圧に耐え、所定間隔を維持する型枠としての機能
を有する。
【００９１】
　そして、型枠４６、４７の準備が完了したら、鉄筋を適宜配置し、型枠４６、４７内へ
コンクリートを打設し、上層階の床スラブ４８及び大梁４９を構築する。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】（ａ）本発明の一実施の形態におけるレンガブロックの斜視図　（ｂ）本発明の
一実施の形態における横筋レンガブロックの斜視図　（ｃ）本発明の一実施の形態におけ
る半割レンガブロックの斜視図
【図２】（ａ）本発明の一実施の形態における第１レンガパネルの斜視図　（ｂ）本発明
の一実施の形態における第２レンガパネルの斜視図　（ｃ）本発明の一実施の形態におけ
る横筋レンガブロックの説明図
【図３】（ａ）本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築工程説明図　（ｂ）
本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築工程説明図　（ｃ）本発明の一実施
の形態におけるレンガパネル壁の構築工程説明図　（ｄ）本発明の一実施の形態における
レンガパネル壁の構築工程説明図　（ｅ）本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁
の構築工程説明図
【図４】本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の組立工程説明図
【図５】（ａ）本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の水平断面図　（ｂ）本発
明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の立面図　（ｃ）本発明の一実施の形態におけ
るレンガパネル壁の垂直断面図
【図６】本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築例示図
【図７】本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築例示図
【図８】本発明の一実施の形態における第１レンガパネルの側面図
【図９】本発明の一実施の形態におけるレンガパネルの接合詳細図
【図１０】本発明の一実施の形態における第２レンガパネルの側面図
【図１１】本発明の一実施の形態におけるレンガパネル壁の構築例示図
【図１２】本発明の一実施の形態における妻側レンガパネルの斜視図
【図１３】（ａ）本発明の一実施の形態における妻側レンガパネルの水平断面図　（ｂ）
本発明の一実施の形態における妻側レンガパネルの立面図
【図１４】本発明の一実施の形態における妻側レンガパネルの垂直断面図
【符号の説明】
【００９３】
１　レンガブロック
２　第１孔
３　第２孔
４　第３孔
５　横筋レンガブロック
６　配筋用溝
７　半割レンガ
８　第１溝
９　第２溝
１０　第３溝
１１　縦筋
１１ａ　差筋
１２　横筋
１３　第１レンガパネル
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１４　第２レンガパネル
１５　セパレータ
１６　バタ角材
１７　クサビ付当金
１８　当金
１９　角材
２０　床
２１、３９　柱
２２　梁
２３　大型窓
２４　扉
２５　小型窓
２６　アングル鋼
２７　水切金物
２８　ネオプレーンゴム
２９　モルタル目地
３０　枠
３１　鋼板
３２　窓枠
３３、４１　窓
３５、４８　床スラブ
３６　飛び出しスラブ
４０、４０’　第３レンガパネル
４２　斜め支柱
４３　断熱材
４４、４５　支柱
４６　スラブ用型枠
４７　大梁用型枠
４９　大梁
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